
                                          

              
 
 
 
 
 
 
 

 

合
唱
専
門
部
・
器
楽
管
弦
楽

専
門
部
合
同
演
奏
会
が
１０

月

３１

日(

土)

に
群
馬
県
音
楽
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
本
校

の
合
唱
部
が
参
加
し
た
。
本
校

の
合
唱
部
員
５
人
は
、
県
内
１６

校
の
生
徒
３
２
０
人
で
構
成
さ 

           れ
た
群
馬
県
合
同
合
唱
団
の
一

員
と
し
て
混
声
合
唱
「
コ
ス
モ

ス
」
を
披
露
し
た
。 

ま
た
、
同
日
に
群
馬
音
楽
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
総

合
開
会
式
の
第
２
部
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
県
内
１８

校
の
合

唱
部
等
で
構
成
さ
れ
た
混
合
合

唱
「
ハ
レ
ル
ヤ
」
と
「
み
づ
ち
」

を
披
露
し
た
。 

 
(

長
澤) 

              

美
術
・
工
芸
専
門
部
展
が
１０

月
２９

日(

木)

か
ら
１１

月
４
日

(
水)
に
か
け
て
高
崎
シ
テ
ィ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
１
階
の
第
１
・
２
展

示
室
で
行
わ
れ
、
県
内
高
校
生

の
油
彩
画
や
彫
刻
な
ど
多
数
の

力
作
が
展
示
さ
れ
た
。
本
校
か

ら
は
１
・
２
年
の
美
術
系
生
徒

が
合
計
２０

作
品
を
出
品
し
、
そ

の
中
か
ら
木
村
有
香
さ
ん(

２

年)

、
後
藤
香
奈
さ
ん(

２
年)

、 

    

第
３２

回
群
馬
県
高
校
写
真

展
が
１０

月
２９

日(

木)

か
ら
１１

月

４
日(

水)

ま
で
の
期
間
、
高
崎

シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
階
の
第 

         

     

松
井
菜
那
さ
ん(

２
年)

が
見
事

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。
ま
た
そ

の
ほ
か
に
も
８
人
の
生
徒
が
賞

を
獲
得
し
、
本
校
が
優
秀
学
校

賞
を
受
賞
し
た
。 

 

な
お
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

３
人
は
来
年
度
に
広
島
で
開
催

さ
れ
る
予
定
の
全
国
高
校
総
合

文
化
祭
に
参
加
す
る
。(

千
葉) 

            

３
か
ら
第
６
展
示
室
で
開
催
さ

れ
た
。
ま
た
、
１１

月
４
日(

水)

に

高
崎
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ア

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
交
流

会
で
は
、
表
彰
式
や
今
大
会
で

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
審
査
員

特
別
賞
を
受
賞
し
た
作
品
の
講

評
が
行
わ
れ
た
。 

今
回
は
県
内
３４

校
の
写
真

部
・
同
好
会
の
生
徒
３
９
７
人

が
計
８
５
６
作
品
を
出
品
し
、

そ
の
中
で
本
校
写
真
部
の
長
澤

く
る
み
さ
ん(

２
年)

の
「
秋
の

公
園
」、
中
山
京
音
さ
ん(

１
年)

の
「T

im
e
 T

ra
v
e
l

」
が
入
選
し

た
。 

 
 
 
 
 

(

長
澤) 

   

１１

月
１
日(

日)

に
ベ
イ
シ
ア

文
化
ホ
ー
ル
で
日
本
音
楽
・
吟

詠
剣
詩
舞
合
同
県
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
本
校
箏
曲
部
は
日
本

音
楽
部
門
に
出
場
し「
砧
三
章
」

よ
り
「
一
章 

三
章
」
を
演
奏
し

た
。
楽
曲
は
通
常
の
箏
に
よ
る

音
色
に
加
え
、
十
七
弦
と
い
う

大
き
な
箏
か
ら
奏
で
ら
れ
る
低

音
の
２
種
で
演
奏
さ
れ
、
華
や

か
さ
と
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る

表
現
で
会
場
の
観
客
を
魅
了
し 

  

 

 

１０

月
３０

日
（
金
）
に
群
馬
音
楽

セ
ン
タ
ー
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ

ー
ル
に
て
青
少
年
赤
十
字
専
門

部
の
幼
児
安
全
法
に
関
す
る
講

義
が
行
わ
れ
、本
校
のJ

R
C

部

が
参
加
し
た
。 

 

昨
年
は
「
身
障
者
へ
の
介
護

法
」
を
行
っ
た
交
流
会
だ
が
本 

年
度
は
「
幼
児
安
全
法
」
に
関

す
る
講
義
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

内
容
は
子
供
の
危
険
な
行
動
や 

        

事
故
が
お
き
た
際
の
対
処
法
で
、

参
加
生
徒
は
私
生
活
の
中
で
幼

児
に
襲
い
か
か
る
危
険
の
数
々

を
再
確
認
し
て
い
た
。
そ
の
ほ 

て
い
た
。
演
奏
後
、
箏
曲
部
部

長
の
橋
本
佳
歩
さ
ん(

２
年)

に

話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
演
奏
は

う
ま
く
合
わ
せ
ら
れ
な
か
っ
た

と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
少
人
数 

           

か
に
も
ハ
ン
カ
チ
と
ス
ト
ッ
キ

ン
グ
を
使
用
し
た
止
血
方
法
や

心
肺
蘇
生
術
の
実
習
が
行
わ
れ

た
。 今

回
の
講
義
に
参
加
し
た
本

校
の
高
橋
早
紀
さ
ん(

２
年)

に

お
話
を
伺
う
と
「
幼
児
安
全
法

は
ど
ん
な
形
で
あ
れ
将
来
ほ
と

ん
ど
の
人
が
活
用
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
う
の
で
色
々
と
知
れ

て
役
に
立
つ
と
思
っ
た
。
今
回

は
交
流
会
が
メ
イ
ン
な
の
で
他

校
の
人
と
交
流
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。 

ま
た
、
１０

月
３１

日
（
土
）
に

群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
前
で
青
少

年
赤
十
字
専
門
部
が
模
擬
店
を

開
き
、
本
校J

R
C

部
が
参
加
し

た
。
販
売
し
た
商
品
は
チ
ョ
コ

バ
ナ
ナ
や
焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う
を

は
じ
め
と
す
る
全
４
種
で
、
ど

れ
も
１
０
０
円
と
い
う
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
価
格
で
提
供
さ
れ
て

い
た
。
今
回
得
ら
れ
た
利
益
は

日
本
赤
十
字
に
寄
付
さ
れ
る
と

の
こ
と
だ
。 

 
 

(

久
保) 

で
は
音
が
小
さ
く
な
っ
て
し
ま

う
た
め
大
変
だ
っ
た
が
、
最
後

ま
で
止
ま
ら
ず
に
で
き
て
よ
か

っ
た
」
と
演
奏
を
振
り
返
っ
た
。 

現
在
、
箏
曲
部
は
全
５
名
と

非
常
に
人
数
が
少
な
く
、
新
規

部
員
を
募
集
し
て
い
る
そ
う
だ
。

毎
週
金
曜
日
に
菱
華
会
館
で
活

動
し
て
い
る
そ
う
な
の
で
、
興

味
を
持
っ
た
方
は
一
度
見
学
し

て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(

石
井) 

   

 

１０

月
３１

日(

土)

に
は
音
楽
セ

ン
タ
ー
前
広
場
で
屋
外
企
画
が

開
催
さ
れ
、
様
々
な
学
校
の
バ

ン
ド
や
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
た
。
本

校
か
ら
は
バ
ト
ン
部
が
参
加
し
、

１３

時
か
ら
１０

分
間
、
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
を
テ
ー
マ
と
し
た
様
々
な
楽 

 

        

 

曲
と
お
馴
染
み
の「
ポ
ン
ポ
ン
」

を
使
用
し
た
ダ
ン
ス
を
披
露
し

た
。
観
客
は
バ
ト
ン
部
の
振
り

付
け
を
ま
ね
し
た
り
、
曲
に
合

わ
せ
て
手
拍
子
を
し
た
り
と
、

会
場
は
大
き
な
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
た
。 

 
(

本
多) 

   

第
３９

回
県
民
芸
術
祭
高
校

芸
術
祭
書
道
展
が
１０

月
２９

日

(

木)

か
ら
１１

月
４
日(

水)

ま
で

の
期
間
、
高
崎
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
１
階
の
第
１
展
示
室
に
て

開
催
さ
れ
た
。
本
校
書
道
部
か 

         

ら
は
４
人
が
４
作
品
を
出
品
し
、

島
田
ひ
と
み
さ
ん(

２
年)

の

「
臨 

中
務
集
」
が
最
優
秀
賞
に

選
出
さ
れ
た
。 

な
お
、
島
田
さ
ん
は
来
年
度

広
島
で
開
催
さ
れ
る
予
定
の
全

国
高
校
総
合
文
化
祭
に
参
加
す

る
。 

 
 
 

 
 
(

長
澤)

 

    

第
２９

回
群
馬
県
高
校
新
聞

コ
ン
ク
ー
ル
が
１０

月
３１

日(

土)

に
高
崎
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

行
わ
れ
、
本
校
新
聞
部
が
県
内

１６

校
中
で
県
教
育
長
賞
を
受

賞
し
た
。
本
校
の
審
査
対
象
と

な
っ
た
新
聞
は
昨
年
の
卒
業
式

に
発
行
さ
れ
た
「T

h
e
 
T

K
F

 

T
IM

E
S
 

卒
業
式
号
」
で
、
各

紙
面
の
テ
ー
マ
性
や
見
開
き
の

写
真
ペ
ー
ジ
が
大
き
く
評
価
さ

れ
た
。 

 
 
 
 

(

千
葉) 
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第

回
群
馬
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
が

月

日

(

土)

か
ら

月
15
日(

日)

ま
で
の
期
間
、
群
馬
音
楽
セ
ン

タ
ー
や
高
崎
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
で
開
催
さ
れ
た
。
本

校
か
ら
は
７
つ
の
部
活
動
、
芸
術
コ
ー
ス
美
術
系
の
生
徒

が
参
加
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

合
唱
部 

写
真
部 

J
R
C

部 

筝
曲
部 

書
道
部 

バ
ト
ン
部 

新
聞
部 

芸
術
コ
ー
ス 

美
術
系 

▲会場に黄色い声援が飛び交う 

来
た
る 

文
化
の
秋 

▲会場に響く美声 

▲古き良きハーモニーが響く 

▲来場者を惹きつける作品 

▲本校生徒の力作が並ぶ 

 
 

迫
力
あ
る
絵
画
の
数
々 

止
血
の
方
法
を
学
ぶ 

第
２１
回
県
総
合
文
化
祭 


